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令
和
元
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
一
般
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
集
会
施
設

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の
整
備
、
安

全
な
地
域
づ
く
り
な
ど
に
対
し
て
助
成
す

る
事
業
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
区
や
自
主
防

災
組
織
な
ど
で
、
区
内
の
祭
礼
に
必
要
な

備
品
や
、
防
災
用
品
の
整
備
な
ど
に
助
成

を
受
け
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

充
実
・
強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。　

　
令
和
元
年
度
は
、
北
辰
区
が
地
域
行
事

の
継
続
的
な
実
施
を
目
的
に
、
子
ど
も

神み
こ
し輿

や
曳ひ

き

車ぐ
る
まな

ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

８
年
間
は
六
日
町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
遅
れ
て
い
る
山
間
地
の
政
治
の

向
上
を
目
的
に
し
た
南
魚
沼
郡
町
村
長
会

の
創
設
、
家
庭
救
済
の
郡
社
会
福
祉
協
議

会
の
創
設
な
ど
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
２０
年
に
は
日
本
医
療
団
を

誘
致
し
、
六
日
町
診
療
所
（
後
の
同
団
六

日
町
病
院
）
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
雲
尾
東
岳
氏
は
、
明
治
２６
年
、
上
原
生

ま
れ
。
大
正
４
年
か
ら
昭
和
６
年
ま
で
小

学
校
訓
導
、
校
長
を
務
め
ま
し
た
。
昭
和

１１
年
か
ら
約
１０
年
間
は
六
日
町
議
会
議
員
、

昭
和
２２
年
４
月
か
ら
２
年
間
は
六
日
町
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
町
長
在
任
中
の
昭

和
２４
年
に
は
、
解
散
し
県
に
移
管
さ
れ
た

日
本
医
療
団
六
日
町
病
院
を
県
立
病
院
と

し
て
、
六
日
町
に
存
続
さ
せ
る
た
め
に
力

を
注
が
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
潟
県
議

員
を
４
期
１６
年
間
務
め
、
地
域
の
政
治
、

経
済
、
文
化
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
岩
野
良
平
氏
は
、
明
治
３９
年
、
六
日
町

生
ま
れ
。
戦
前
、
青
年
団
活
動
、
農
民
運

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
、
六
日
町

議
会
議
員
、
昭
和
３１
年
か
ら
６
年
余
り
は

町
長
を
務
め
ま
し
た
。
在
任
中
は
ガ
ス
掘

削
、
水
道
整
備
、
温
泉
な
ど
に
よ
る
観
光

開
発
な
ど
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　
太
平
洋
戦
争
の
前
後
の
最
も
困
難
な
時

期
に
協
力
し
な
が
ら
郷
土
の
発
展
の
た
め

に
身
命
を
捧
げ
て
尽
力
し
た
今
成
・
岩
野

両
氏
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、
昭
和
６０

年
１１
月
１０
日
に
有
志
に
よ
り
「
顕
彰
碑
」

（
石
碑
78
）
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
石
碑

の
写
真
は
、
同
年
１２
月
開
催
の
除
幕
式
で

撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。
石
碑
の
石
材
は
、

津
南
町
見
玉
で
採
取
さ
れ
ま
し
た
。（
写

真
１
）

南
魚
沼
市
石
碑
78

「
今
成
幸
一�

岩
野
良
平�

顕
彰
碑
」

�

〔
六
日
町
〕

写
真
１　
石
材
の
下
見

《
参
考
資
料
》「
広
報
む
い
か
ま
ち
」、

　
『
南
魚
沼
郡
誌
』
続
編
上
巻

　
写
真
は
個
人
所
有

　
今
回
は
、
南
魚
沼
市
役
所
南
分
館
と
児

童
公
園
の
間
に
あ
る
「
顕
彰
碑
」
と
刻
ま

れ
た
石
碑
を
紹
介
し
ま
す
。

　
昭
和
４８
年
６
月
の
六
日
町
定
例
議
会
で
、

六
日
町
土
地
開
発
条
例
、
六
日
町
使
用
料

条
例
、
六
日
町
名
誉
町
民
条
例
、
六
日
町

表
彰
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
誉
町
民
条
例
は
、「
社
会
文
化
の
興

隆
や
町
の
発
展
に
功
績
が
あ
っ
た
も
の
の

功
績
と
栄
誉
を
た
た
え
、
町
民
の
社
会
文

化
の
興
隆
に
資
し
、
町
の
功
労
者
と
し
て
、

町
民
が
郷
土
の
誇
り
と
し
、
深
く
尊
敬
す

る
者
に
六
日
町
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈

る
」
と
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
条
例
の
制

定
に
よ
り
、
同
年
９
月
の
六
日
町
定
例
議

会
で
、
今
成
幸
一
、
雲く

も
尾お

東と
う
岳が

く
の
両
氏
が

名
誉
町
民
に
選
ば
れ
、
同
年
９
月
２５
日
に

「
名
誉
町
民
」
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
成
幸
一
氏
は
、
明
治
１４
年
、
東
泉
田

生
ま
れ
。
裁
判
所
書
記
、「
越
後
新
報
」

専
務
取
締
役
、
長
岡
市
書
記
お
よ
び
収
入

役
を
歴
任
。
昭
和
１８
年
１１
月
１８
日
か
ら
３

年
間
は
六
日
町
長
、
昭
和
２９
年
７
月
か
ら

約
１
年
半
を
六
日
町
助
役
（
こ
の
と
き
の

町
長
は
岩
野
良
平
氏
）、
昭
和
３２
年
か
ら
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